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1. 序 論 

1.1. 増加するサッカー留学生 

文部科学省によると，海外の高等教育機関に留学し

たことのある日本人の数は，2015年には84,456人に達

している（文部科学省 2017）．また，海外の高等教育

機関への留学志望者に向けた留学支援プログラムとそ

の研究成果が報告されるようになってきた（高濱・田

中 2012，大山 2013）． 

海外に渡る日本人の目的はアカデミックなものだけ

ではなく，スポーツの分野にも及ぶ．たとえば，自身

の競技活動の継続の場として，日本ではなく海外を選

択する日本人のサッカー選手，指導者，およびトレー

ナーの数は2012年の時点で年間400名に上っている（辻 

2013）．また，サッカー専門調査機関，CIES Football 

Observatory は，2019年に海外でプレーしたサッカー選

手の人数を出身国別で集計したランキングを発表し，

日本がアジア最多（128名）の輩出国になったと伝えて

いる（CIES FOOTBALL OBSERVATORY 2019）．その

ような中で，一部のスポーツ留学生が長期滞在である

にも関わらず十分に活躍できない要因として，語学力

不足が指摘されている（辻 2013）．実際，西条（2017）

によるサッカー留学生を対象とした調査では，外国語

によるコミュニケーションに不自由さを感じている留

学中の日本人の選手や指導者が多くいることが報告さ

れている． 

その活躍の場を海外に求める日本人アスリートの増

加に伴い，彼らを語学面からサポートする取り組みや

教材開発が民間企業を中心に増えてきている．2016年，

日本アイスホッケー連盟は，語学教育事業をしている

民間企業とパートナーシップを結び，海外の大学チー

ムやプロチームへの参加を目指す主に女子の日本代表

候補選手らに，オンライン英会話サービスを提供する

などの語学習得サポートを開始した（日経新聞 2016）．

また，将来グローバルに活躍できる子どもたちを育成

するために，英語を使ってサッカーを指導するスクー

ルが立ち上げられたり，スポーツ用語を覚えるための
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ドリル帳などが作成されたりしている．さらに，履正

社医療スポーツ専門学校では，スポーツ業界全体のグ

ローバル化に対応するために，選手や指導者，トレー

ナー，レフェリーなど，あらゆる立場で英語習得が必

須であるという考え方から，2020年よりスポーツ外国

語学科がスタートしている（履正社医療スポーツ専門

学校 2020）． 

以上のように，現在はスポーツ分野に特化した語学

サービスや教材が民間を中心に増えてきてはいるが，

各々の団体がそれぞれの手法で教授法や教材を考案し

ている状況であり，その教育効果については十分な検

証が行われていない．したがって，今後は第三者のリ

サーチャーが手法の質やカリキュラムデザインのあり

方を理論的観点から見直し，それらの効果を検証して

いくことで，スポーツ分野での留学生のニーズにより

適したものにしていくことができると考えられる． 

1.2. 特定目的のための英語教育（ESP） 

ESP（English for Specific Purposes：特定目的の英語）

の領域では，具体的な英語使用場面をあらかじめ想定

し，そこで英語が使えるようにすることを目標とする

教授法が広く研究されている（ PALTRIDLE and 

STARFIELD 2013）．さらに，この ESP は，学習言語を用

いて教育機関などでレポートを書いたり，口頭発表し

たりすることを目指す学習者を対象とする EAP

（English for Academic Purposes：学術目的の英語）と，

特定の職業分野で特定の作業をこなすことができるよ

うになることを目指す学習者を対象にした EOP

（English for Occupational Purposes：職業目的の英語）

に二分される（田地野 2004）．これらは各々の言語使

用の目的や内容，形式，コンテクストに特化したテク

ストタイプを用いて学習を進めることで，学習者のニ

ーズに合致した効率的な指導をすることをねらいとし

ている（HYON 2018）．たとえば，書き言葉と話し言葉

では，語彙密度や文法的錯綜性，状況依拠の程度の観

点から両者の言語的特徴に大きな差異があることから，

話し言葉の習得を目指している学習者に書き言葉が用

いられている教材を使うことは不適切であることなど

が指摘されている（BURNS et al. 1996, GOH and BURNS 

2012，水澤 2014）． 

スポーツ領域のESPが取り上げられている事例はほ

とんどなく，スポーツ留学生たちは現在，一般の語学

書を購入して独学で学んだり，自分が所属するクラブ

が提携している英会話学校の外国人教員のオンライン

による英会話レッスンを受講するなどして，スポーツ

留学の準備をしている．しかし，ESP の考え方に基づ

くならば，実際のスポーツ現場で用いられる言語と，

一般的な日常的テーマを扱った語学書や英会話で用い

られる言語とでは大きく様相が異なっており，深く考

えずに教材などを選べば，本当に必要な学習項目にア

クセスできないということにもなりかねない． 

実際に，英語が使用されているサッカーのトレーニ

ング指導の現場では，“Too slow”，“Inside of your foot”，

“In the air”などのように，正規の英語教育では未完結

文であることから「非文」とされる表現が多用され，

実際の現場ではこうした非文こそがオーセンティック

な言語使用であるとされている（NISHIJO 2018）． 

今後，スポーツ分野の外国語教育を推進していく上

でも，当該分野において求められる外国語コミュニケ

ーション能力の種別について考慮する必要がある．す

なわち，選手という立場で海外でプレーすることを目

標にするのであれば，まずチームに入るためには，今

までの自分の経歴を CV にまとめてクラブに提出する

ための書き言葉の能力が問われるであろうし，無事チ

ームに入れた場合には，トレーニングや試合の中で監

督やチームメイトたちと会話するための話し言葉こそ

が求められる．指導者という立場であれば，選手の移

籍の際に推薦状を書いたり，トレーニングや試合中に

選手たちに指示を出したりする必要がある．つまり，

特定の状況において特定の目的を達成するためには，

その状況に応じた最も適切な文体や語彙を選択できな

ければならない．これは言い換えれば，CV や推薦状，

あるいはトレーニングでの指示といった，特定の言語

使用域（2.2.にて詳述）における語彙の使用を学ぶこ

とが必要だということに他ならない．したがって，ス

ポーツ分野における外国語教育の機運が高まるなか，

誰を対象に，どのような場面で，何を目的にして行う

かを定めることが肝心であると言える． 

筆者は，将来海外で活動することを希望するサッカ

ー選手や指導者の外国語コミュニケーション能力育成

を目指し，サッカー留学生を対象としたジャンル準拠

タスク（BYRNES 2006，YASUDA 2017）を開発・実践し

た．そして，ジャンル準拠タスクを一定期間，英語学

習プログラムの中に取り入れることによって，参加者

の目標言語に対する認識とパフォーマンスがどのよう

に変化したかを縦断的に調査した．本稿は，その実践

研究報告である．ここでは，得られた研究成果を元に，

近年増えているスポーツ留学生を，ESP 教育の観点か

ら今後どのようにサポートできるかを提言することが
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図１ ジャンル，言語使用域，意味機能の関係性 

（Adapted from MARTIN 1997, p.8） 

ねらいである． 

2. ジャンル準拠タスク 

本研究では，海外でサッカー選手や指導者を目指す

学生や社会人を対象とした外国語コミュニケーション

能力育成の手段として「ジャンル準拠タスク」を用い

る．本セクションでは，その理論的基盤と意義につい

て，「タスク」と「ジャンル」という概念に焦点を当て

説明する． 

2.1. タ ス ク 

外国語教育論において「タスク」とは，常に明確な

コミュニケーション上のゴールがあり，そのゴールを

完成させるために必要な語彙・文法を選択することを

促す活動と定義される（ELLIS 2003）．また，LONG（2015）

は，「タスク」とは人々が日常生活で行う「実世界での

活動（real-world activities）」であると定義しており，

本研究で対象とする「サッカーのトレーニング指導を

する」という行為もタスクの１つである． 

タスクは大きく，一定期間の学習のアウトカム（成

果物）としての「目標タスク（Target Task）」と，目

標タスクを達成するために必要な教育的活動（エクサ

サイズやアクティビティ等）を含む「教育的タスク

（Pedagogic Tasks）の２つに分類される．ここでは，

学習者に，達成するべきタスクを到達目標として与え，

その目標を達成するための道具として目標言語を実際

に使わせるという点が重要である．そして，タスクは

学習者のニーズに応じて形式重視（Focus on Forms）

にしたり，意味重視（Focus on Meaning）にしたりす

る（Focus on Form）（NORRIS 2009，LONG 2015）．これ

は，理論的には「タスク準拠言語指導（Task-Based 

Language Teaching，以下「TBLT」）として知られてい

る（NORRIS 2009，LONG 2015）． 

TBLT の教室での具体的な手法として，NORRIS 

（2009）は次の４つの段階を提案している：(1)目標タ

スクが行われるモデルを観察する Task Input；(2)新出

文法や語彙に対する学習者の意識を高める Pedagogic 

Tasks；(3)実際に覚えた語彙や文法を用いて目標タス

クを行う Target Task；(4)よくあるエラーパターンにつ

いて教師からフィードバックを受けたり，自分自身や

クラスメイトのパフォーマンスについて分析したりす

る Task Follow Up． 

YASUDA（2017）は，生物学専攻の学生15名を対象に，

英文による要約を書くライティングタスクを15週のう

ち，pre-task，post-task の２回を課し，学習者が実際

に産出したテクスト上において，期間中に学習者たち

が使用した語彙や文法がどのように変化したのか調査

した．期間中，TBLT の理論に基づき，英文での要約

ライティングで求められる特定の言語形式を

Pedagogic Tasks の中で学習者に明示指導をした．その

結果，学習者たちのライティングタスクが，語彙的一

貫性の観点において大きく改善された．また，２回の

タスク後には，学習者４人を対象にインタビューによ

る質的調査を行い，英文要約で求められているコミュ

ニカティブニーズや書き方のパターンに対する学習者

たちの認識が高まることを示した．  

このように，TBLT では，その学習過程において特

定の言語形式を学習者に提示はするが，それらはあく

までも到達目標として設定したタスクを学習者が達成

するための補助ツールとして捉える．  

2.2. ジャンル 

TBLT では，Pedagogic Tasks で，目標タスクを達成

するための言語表現を提示する．本研究では，「サッカ

ーのトレーニング指導」に特有の言語的特徴を抽出し，

学習者たちに教示する．そのために，選択体系機能言

語学（systemic functional linguistics）（以下，「SFL」）と

いう言語理論を使用する．SFL とはテクストとそれを

取り巻く社会との関係に注目した理論であり，語彙や

文法（語彙・文法）を固定化したルール（fixed set of 

rules）と見なすのではなく，特定の社会的文脈におい

て特定の意味を形成するために書き手や話し手が選択

する，意味形成資源（meaning-making resources）の一

種であると定義する（HALLIDAY 1994）． 

こうした語彙・文法は「ジャンル」と呼ばれる社会
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表１ 参加者の属性 

参加者（年齢） 参加の目的 所属先（当時） 参加時英語力の指標 

Daisuke（24） 海外で選手になりたい 関西社会人リーグ NA 

Issei（21） 海外で選手になりたい 大学体育会サッカー部 英検準２級 

Kayo（21） 海外で選手になりたい 大学体育会サッカー部 TOEFL iBT 28点 

Taro（21） 海外でスポーツビジネスをしたい スポーツ健康科学部 TOEIC 550点 

Shinji（22） 海外で選手＆指導者になりたい 大学サッカー部（コーチ） TOEIC 335点 

Yohei（24） 海外で選手になりたい 英語教員 TOEIC 550点 

的コンテクストの影響を受ける．人間の言語産出に影

響を与えるジャンルの要素として，“field”（言語活動

が行われている分野），“tenor”（話者（書き手）と聞

き手（読み手）の関係性），“mode”（言語活動の様式）

の３つの側面（言語使用域）があり，それぞれが個別

の意味機能を形成する（図１）（MARTIN 1997）． 

本研究では，「サッカーのトレーニング指導」という

ジャンルを対象とすることから，言語使用域において，

“field”はサッカーのトレーニング，“tenor”は指導者と

選手の関係性，“mode”は話し言葉と規定できる．実際

に現場で使用された言語データをこの３つの観点から

分析することで，従来のような言葉の形式やルールの

みではなく，目標とするジャンルにより特化した言語

表現を抽出し，学習者に提示することがねらいである． 

さらには，こうした言語表現を適切な手順で提示し

ていくことで，よりジャンルに適した言語活動が導か

れる（EGGINS 2004）．たとえば，「買い物」という状況

では，店員の言語活動は一定のパターンに基づいて行

われる．「客に声をかける」→「商品の説明をする」→

「レジでの金銭のやりとりをする」というような会話

の流れは，あらゆる買い物の場面で共通するものであ

り，各々のシーンで使われる語彙や文法はある程度決

まってくるものである．このように，人と人とが出会

ってやりとりをするときに現れる一定のコミュニケー

ションのパターンは「ジャンル構造」と呼ばれている

（MARTIN 1997）．この考え方に基づけば，サッカーの

トレーニングでは，「指導者がトレーニング内容を説明

する」→「選手がトレーニングをする」→「指導者か

らフィードバックを受ける」という展開パターンが，

どのトレーニングシーンにも共通するジャンル構造だ

と言える． 

KHATIBI（2014）では，SFL を用いることで，ターゲ

ットとなっているコンテクストにおけるジャンル構造

と言語使用域に基づく語彙・文法の使用パターンを抽

出し，それらのパターンが使用できていたかどうかを

学習者のスピーキングタスクの評価基準（ジャンル構

造50点，語彙文法50点）に採用した．タスクパフォー

マンスは２回行われ，学習者は期間中に，当該コンテ

クストに特有の語彙・文法使用パターンへの認識を高

めたと報告されている． 

本研究は，以上の TBLT と SFL の理論を取り入れた

ジャンル準拠タスクを，将来海外にスポーツ留学を目

指す学習者に与え，実際に将来彼らが遭遇するであろ

うタスクを擬似的に体験させる中で，学習者が必要な

意味形成資源をどのように学習していったのかを調査

することを目的としている． 

3. 方 法 

将来，海外でサッカーの指導者もしくは選手を目指

す社会人と学生を対象に，「TBLT と SFL に基づくジャ

ンル準拠タスクを取り入れたサッカー英語プログラ

ム」として，大学の正課の授業外で実施した．期間は

2017年４月26日～同年７月19日までの15週間であり，

週１回，90分の授業が実施された． 

3.1. 研究参加者 

本研究の参加者は将来海外でサッカー選手もしくは

プレーヤーを目指す社会人と学生（以下，「参加者」）

６名で，平均年齢は22.83歳（SD=0.98）である．６名

とも日本の教育機関で最低７年以上の英語教育を受け

ているが，英語習熟度には差がある（表１）．実施場所

は関西圏にある私立大学のスポーツ教育重視の一学部

である．本プログラムの教員は，筆者本人と，実際に

海外でプロサッカー選手としての経験があり，現在は

英語で日本の子どもたちにサッカーを指導している２

名のモデルコーチの，合計３名である．いずれの参加

者も英語でのサッカーのトレーニング指導の経験はな

かった．研究参加については，大学の授業内やインタ

ーネット上の掲示板で「将来，海外でサッカー選手も

しくはプレーヤーを目指す英語プログラム」として募

集が行われ，サッカー留学への強い意志を確認した上

で選定が行われた．その後，受講希望者を対象とした

オリエンテーションで，講座は，研究の一貫として行



Vol. 44，No. 4（2021）  473 

表２ コーススケジュール 

週 形態 内容／テーマ タスクタイプ 

１ 教室 オリエンテーション  

２ 屋外 Ice break ① Task Input 

３ 教室 Ice break ②／コーチング英語の基礎 Pedagogic Tasks 

４ 屋外 Dribbling ① Task Input 

５ 教室 Dribbling ② Pedagogic Tasks 

６ 屋外 Passing ① Task Input 

７ 教室 スポーツ留学特別講演 元海外プロ選手による講演会1） 

８ 教室 Passing ② Pedagogic Tasks 

９ 屋外 第１回 指導実践（タスクパフォーマンス） Target Tasks 

10 教室 自主学習 Pedagogic Tasks 

11 教室 フィードバック＆修正 Task Follow Up 

12 屋外 Combination ① Task Input  

13 屋外 
Combination ② 

第２回指導実践（タスクパフォーマンス前半） 

Pedagogic Tasks 

Target Tasks 

14 屋外 第２回 指導実践（タスクパフォーマンス後半） Target Tasks 

15 教室 フィードバック＆修正＆まとめ Task follow-up 

 

われること，および講座の内容およびスケジュールに

ついて文書で説明した．また，本研究で得られた個人

情報は研究目的のみで使用することを説明し，同意書

に署名を得た．この過程を経て選ばれた６名が本研究

の参加者となった． 

また，参加者が産出した発話のデータを研究とその

成果の発信に使用することに関して，データ提供者か

ら書面で了承を得た． 

3.2. ジャンル準拠タスクに基づく指導手順 

15週間にわたって実施されるジャンル準拠タスクの

最終的なアウトカム（成果物）は，学習者が将来海外

でサッカー選手または指導者になることを目指してい

ることから，「サッカーのトレーニングを理解するこ

と」と，「サッカーのトレーニングの指導ができるよう

になること」とした． 

ジャンル準拠タスクでは，学習者は最終的なアウト

カムである Target Task（目標タスク）の達成に必要と

考えられる語彙・文法を Pedagogic Task（教育的タス

ク）の中で学習し，これにより Target Task を行える

ようにすることを目指す（YASUDA 2017）．本研究では

このフレームワークに基づき，コーススケジュールを

デザインした（表２）． 

参加者は，Target Tasks（第９週と第13・14週）まで

に，モデルコーチの指導言語を，「アイスブレイク（参

加者たちで人間知恵の輪を行う）」「ドリブル（参加者

同士でボールを奪い合う）」「パス（パスゲームを行う）」

「コンビネーション（オフェンス３人，ディフェンス

２人でミニゲームを行う）」など，それぞれのテーマに

基づき，サッカー指導者はどのような語彙・文法やジ

ャンル構造を用いるかを学習していく．表３はサッカ

ーの指導におけるジャンル構造と語彙・文法をまとめ

たものである2）． 

90分の授業の基本的な構成としては，１つのテーマ

ごとに，モデルコーチによる実演を参加者たちが選手

役として経験する Task Inputs と，モデルコーチの指導

言語の言語的特徴を分析したり，そこで覚えた表現を

自分の実践で使うための練習をする Pedagogic Tasks

が１回ずつセットとなっている． 

通常であれば，語彙・文法への認識を高めるために

は，Pedagogic Tasks を増やすという方策をとる．しか

し，サッカーのトレーニング指導の場面では，熟練者

による実演の中で，多くのサッカートレーニングに特

有の動作や様態を表す語句への認識が高められた事例

があることから（西条 2017），Task Inputs の回数を多

く設定した．なお，本来であれば，参加者のパフォー

マンスを比較分析するために，コース開始の早い時期

に１回目の Target Tasks を行うべきであるが，参加者

たちは今までに一度も英語による指導実践を経験した

ことがなかったため，今回は第９週に設定した． 

まず第３週に，目標言語における語彙・文法への認

識を高めるために，参加者たちは前週の Task Input で

モデルコーチが使っていた指導言語を用いて，(ⅰ)サ

ッカーのトレーニングには進行の順番があること（ジ

ャンル構造）；(ⅱ)どのような内容をどんな単語を使い
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表３ SFL 理論に基づいて開発されたジャンル準拠指導の内容および評価基準 

 学習項目 

ジャンル構造 オープニングステージ（指導者が選手にトレーニング内容を説明するシーン）→アクションステー

ジ（実際にトレーニングを行っているシーン）→フリージング（トレーニング中にポーズして指導

者がコメントやアドバイスを与えるシーン）→クロージングステージ（トレーニング後に選手にフ

ィードバックを与えるシーン） 

言語使用域  

field ・トレーニング内容のコツやポイントを伝えよう． 

・動詞（e.g. 動作動詞や be 動詞）を適切に使い，意図する動作や状態を的確に指示しよう． 

・等位接続詞（e.g. and, but, so, etc.）でつなげてスポンティニアスに進め，必要に応じて，従位接

続詞（e.g. if, where, when, etc）を用いて，動作の前後関係を明示しよう． 

tenor ・エンカレッジメント（e.g. well done, good job, excellent, etc.）を使って選手を鼓舞しよう． 

・モダリティ（e.g. must, have to, can, could, etc.）を使い，指示のニュアンス調整をしよう． 

・選手の名前を呼び，インタラクティブに伝えよう． 

mode ・人称代名詞（e.g. I, you, we, etc.），前方照応（e.g. this, it, that, etc.）を使い，結束性を高めよう． 

・ディスコースマーカー （e.g. now, first, second, at last, etc.）を用いて，視点を誘導しよう． 

・重複する情報はあえて言及せずに冗長な表現を避け，テンポ良く進めよう． 

 

どのように伝えるかを状況に基づいて選択しなければ

ならないこと（言語使用域）の２つの言語分析の大枠

を学習し，第４週以降は屋外での Task Inputs の後，同

じく(ⅰ) (ⅱ)の２つの観点からモデルコーチが使って

いた指導言語を分析した．ここで使われていた語彙・

文法を使い，参加者自身が指導実践で使う予定のフレ

ーズを教員の力を借りながら作成し，それらを発声す

る練習を行なった（Pedagogic Tasks）． 

第９週と第13・14週の Target Tasks では，今まで学

習した項目を使って，参加者は実際に英語で指導実践

をした（タスクパフォーマンス・テスト）．調査者は参

加者の実践を録画し，翌週に参加者に表３の学習内容

と参加者のパフォーマンス・テスト時の発話を照合し，

改善すべきポイントを紙媒体で個別にフィードバック

した．参加者はそれらを踏まえて自分の指導言語の修

正をした（Task Follow Up）． 

3.3. リサーチクエスチョン 

(1) 研究参加者は，サッカーのトレーニング指導に

特有の語彙・文法やジャンル構造にどのような認識を

示したか． 

(2) 研究参加者がタスクパフォーマンスで使用する

語彙・文法およびジャンル構造はどのように学習され

たか． 

3.4. データ収集と分析手順 

3.4.1. 学習ログ作成 

ジャンル準拠タスクにより，サッカー指導者の発話

を構成する「語彙・文法」および「ジャンル構造」に

対する認識を参加者がどのように高めたのかを調べる

ために，学習ログを用いて，参加者の学習に対する質

的データを取得した．毎回の授業後に，「これは，皆さ

んの毎回の学習記録をつけるためのものです．毎回の

授業後に，自由にその日の学習に関する感想を記入し

てください．【例】楽しかったこと/勉強になったこと/

サッカートレーニング・英語学習の感想/学習中の自分

の気持ちの変化/気づいたこと/他の受講生から学んだ

こと/疑問に思ったこと，など」という指示のもと，参

加者にその日に学んだことを学習ログに自由に記述し

てもらった． 

集積したコメントデータ（６人×14週分＝84ファイ

ル）は，参加者ごとに情報を整理し，各々の学習の経

過をたどれるようにした．また，参加者全体の学習傾

向を調べるために，収集した質的データを用いて，セ

グメントごとにラベルを指定していく帰納法的コーデ

ィング分析をし，テーマ毎にまとめた．その後，テー

マ毎にカテゴリを作っていき，参加者全体の自己学習

記録にどのような傾向が見られるかを検討した．表出

したさまざまなカテゴリの中から，本研究では語彙・

文法とジャンル構造に関わるカテゴリを分析対象とし

た．モデルコーチの一人にもコーディング分析の結果

を見てもらい，評定者間の信頼性を高めた． 

3.4.2. タスクパフォーマンス・テスト（Target 

Task） 

学習ログで収集した参加者の「語彙・文法」および

「ジャンル構造」への認識の変化が，具体的にどのよ

うに「タスク」として表出するかを調査するために，

参加者には英語で15分間の「サッカーのトレーニング
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指導」実践を，タスクパフォーマンス・テスト（Target 

Task）として第９週および第13週または第14週に行な

ってもらった．２回のタスクパフォーマンス・テスト

（Target Task 1，Target Task 2）では，他の参加者５

名と筆者，モデルコーチ２名を含む合計８名を選手役

とした．トレーニングの内容は，この８名以内ででき

るものを参加者に自由に決めてもらった． 

参加者の２回のタスクパフォーマンス・テストで使

用した語彙・文法を SFL の言語使用域の観点から比較

できるように，言語使用域は「サッカーのトレーニン

グ」（field），「指導者と選手（大学生～社会人）」（tenor），

「話し言葉」（mode）で固定した．したがって，プロ

ンプトは２回とも「自身がコーチングを行ってみたい

サッカーの１トレーニングシーンについて，８名を対

象とした15分間の内容を考え，実践してください」と

した．ただし，Target Task 1（第９週）と Target Task 

2（第13週，第14週）では異なるトレーニング内容を行

なってもらうこととした． 

さらに，参加者のタスクパフォーマンス・テストの

様子をビデオで録画し，後日すべての発話を書き起こ

した．書き起こされたテクストデータに基づき，調査

者とモデルコーチの一人が，各々の参加者のタスクパ

フォーマンス内容について，「語彙・文法（表３の言語

使用域に基づく言語使用ができていたか）」と「ジャン

ル構造（表３のオープニングステージ～クロージング

ステージが行えていたか）」の２観点を評価基準とし，

１回目と２回目ではどのような変化があり，どのよう

な要因で変化があったのかを実際の参加者の産出した

テクストデータを用いて分析した．本研究では，この

２観点において，明らかな変化があった参加者の指導

言語を対象に分析結果を報告する． 

3.4.3. 半構造化インタビュー 

学習ログやタスクパフォーマンス・テストを補完す

るために，15週間のプログラム終了後に半構造化イン

タビュー調査が行われた．プログラム終了時にすぐに

海外に渡航した参加者もいたため，調査はオンライン

電話で個別に行われた．時間は１人につき１時間ほど

である．電話で話された内容は録音され，すべて文字

起こしをされ，テクストデータとして保存された． 

２回のタスクパフォーマンス・テスト間で，参加者

たちの言語使用が「語彙・文法」と「ジャンル構造」

の観点においてどのように変化したかを事前に分析し

た上で，インタビューではそれらの変化に関する質問

を中心に，参加者たちに個別に質問をした．インタビ

ューでは，「２回目の実践（タスクパフォーマンス）に

向けて，心がけようと思ったことは何ですか」「具体的

に２回目の実践に向けてどのような準備をしました

か」「実際のコーチングで意識したことは何ですか」「１

回目の実践と比べてよくできたと思うことは何です

か」「もう少し改善した方が良いと思うことは何です

か」を質問項目とした．また，参加者が２回目の Target 

Task において，「語彙・文法」と「ジャンル構造」の

観点から１回目と変えた部分について，その理由を質

問した． 

4. 結 果 

4.1. 学習ログ 

15週間のプログラムの終了後，学習ログに記録され

た「語彙・文法」と「ジャンル構造」に言及している

コメントを，集計してまとめた（表４）． 

表４が示すように，参加者が最も多く言及していた

のが，「『集合する』を“bring it in”と言うなど，サッ

カーでよく使う英語表現を色々学ぶことができた」，

「“have”を“keep”の意味合いで捉えていたが，“shot”

と同じニュアンスだと知って驚いた」，「“unlucky”の表

現が『ついてねーな』みたいな意味合いかと思ってい

たが，『ドンマイ』に近いことを知ることができた」な

どのように，「サッカーのトレーニング中の特定の動作

や様態」が学習言語においてどのように言語化される

のかについてのものである．これらは，「サッカーのト

レーニング」という特定の分野に関わる語彙・文法に

関するコメントであり，言語使用域の“field”が関与す

る意味機能（HALLIDAY 1994）への関心を示すものであ

る．これらはいずれも，モデルコーチによる実演（Task 

Input）に参加することで気づきが生まれていた． 

同様に多く言及されていたのがジャンル構造につい

てである．「モデルコーチの英語を文章として眺めるこ

とで，平叙文や命令文などの使われるステージの違い

に気づくことができた」，「オープニングステージは平

叙文，アクションステージは命令文とエンカレッジメ

ントが多いことがわかった」というコメントが表すよ

うに（表４），参加者たちは，教室内でのモデルコーチ

の言語分析（Pedagogic Task）を通して，サッカーのト

レーニング指導におけるジャンル構造のフェーズ（ス

テージ）には，それぞれ一定の言語の機能や形式があ

ることに気づいていたことを示している．また，「今回

のトレーニングで，止めて注意点を述べるところでは

日本と同じタイミングでもあった」というコメントか
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表４ 学習ログに記録された「語彙文法」と「ジャンル構造」に関するコーディングカテゴリー 

コーディングカテゴリー 主なコメント 

Task Input 時 に お け る

“field”が関与する意味機能

への気づき（11） 

・コーチの話していることで，単語レベルでまだまだ分からない部分もある． 

・日本と海外では，試合中の掛け声の言い方や意味が全く違うのに驚いた． 

・「集合する」を“bring it in”と言うなどサッカーでよく使う英語表現を色々学ぶことが

できた． 

・“have”を“keep”の意味合いで捉えていたが，“shot”と同じニュアンスだと知って驚い

た． 

・今まで単語帳に載っていた言葉も，サッカー中に使う場合ではニュアンスが違うと

いうことを感じた．“unlucky”の表現が「ついてねーな」みたいな意味合いかと思っ

ていたが，「ドンマイ」に近いことを知ることができた． 

・今日一番の驚きは「リフティング」が“juggling”と言われていたことで，最初何をし

たらいいのか分からなかった． 

Task Input と Pedagogic 

Task，Target Task 時におけ

るジャンル構造への気づ

き（11） 

 

・今日のトレーニングの際の，注意ポイントで止めて説明するところは日本と変わら

ないと感じた（Task Input）． 

・今回のトレーニングで止めて注意点を述べるところでは日本と同じタイミングでも

あった（Task Input）． 

・今日は２回目の実技を思ってたよりはうまくやりきれたと思いますが，クロージン

グステージでうまくまとめられなかったことが残念でした（Target Task）． 

・コーチの英語を文章として眺めることで，平叙文や命令文などの使われるステージ

の違いに気づくことができた（Pedagogic Task）． 

・オープニングステージは平叙文，アクションステージは命令文とエンカレッジメン

トが多いことがわかった（Pedagogic Task）． 

・コーチの説明の仕方を意識して聞いていた．話す順序やエンカレッジメントのタイ

ミングにも注意した（Pedagogic Task）． 

Task Input と Pedagogic 

Tasks 時における“mode”が

関与する意味機能への気

づき（2） 

・ゲーム中は意外とシンプルな単語での指示（“keep going”，“press”，“behind”）が多

いことに気づきました（Task Input）． 

・動きがある中でいかに簡単な言葉にして伝えていくかということの大切さを知った

（Pedagogic Task）． 

・モデルコーチの動画を見て，自然な英語のポイントの伝え方を知った（Pedagogic 

Task）． 

Target Task と Pedagogic 

Task 時における“tenor”が

関与する意味機能への気

づき（2） 

・皆のコーチングからも，説明の仕方やエンカレッジメントの声かけを学ぶことがで

きた（Target Task）． 

・“would”が“should”よりも可能性が高いことに驚いた（Pedagogic Task）． 

 

らは，参加者は，授業や教材ではなく，モデルコーチ

の実演（Task Input）をきっかけにして，参加者自身の

過去のサッカー経験からのスキーマ知識（LONG 2015）

を活用することで気づきを得ていることがわかる． 

“mode”が関与する意味機能に対しては，参加者は，

「ゲーム中は意外とシンプルな単語での指示（“keep 

going” “press” “behind”など）が多いことに気づきまし

た」，「動きがある中でいかに簡単な言葉にして伝えて

いくかということの大切さを知った」のように，「情報

の省略」について言及している．情報の省略とは，情

報の発信者と受信者が同一のコンテスト上で，行動や

イベントをリアルタイムで共有している場合，情報の

受け取り手にとっての既知情報は省略（エリプシス）

される現象のことで，特に話し言葉における言語的特

徴である（EGGINS 2004）．いずれの場合も，参加者は

モデルコーチの実演（Task Input）とモデルコーチの実

演動画の視聴（Pedagogic Task）を通して気づきを得て

いた． 

参加者は，“tenor”が関与する意味機能に対しては，

「皆のコーチングからも，説明の仕方やエンカレッジ

メントの声かけを学ぶことができた」という感想にあ

るように，他の参加者のタスクパフォーマンス（Target 

Task）を通して，情報の受け取り手である選手を評価

する表現（エンカレッジメント）（西条 2019）に対す

るコメントをしていた．また，「“would”が“should”より

も可能性が高いことに驚いた」のように，教室内での

モデルコーチの使用言語の分析（Pedagogic Task）を通

して，メッセージのニュアンスや強弱を調整するため
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の語彙・文法（モーダルアセスメント）（HALLIDAY 1994）

についての気づきを得ていた． 

以上のように，全15週間に渡る学習を通じて，参加

者たちは「語彙・文法」と「ジャンル構造」の観点か

ら，サッカーのトレーニング指導における言語使用パ

ターンへの理解を，ある程度深めていたことがわかる．

なかでも，参加者たちは「“field”が関与する意味機能」

と「ジャンル構造」への関心が高かったことがわかっ

た． 

4.2. タスクパフォーマンス・テスト，インタビュー 

ここでは，参加者たちのタスクパフォーマンスにお

ける変化の具体例として，Daisuke，Issei，Yohei の実

際のタスクパフォーマンス・テスト時の発話について，

言語使用域（field, ternor, mode）に基づく「語彙・文

法」の選択および「ジャンル構造」の構築の観点から，

実際にどのように変化したのか，彼らの産出した実際

のテクスト上における変化とそれに関わるインタビュ

ー内容を記載する． 

 

語彙・文法における変化（field の観点から①） 

話し手の「経験」は，言語使用域の“field”が関与す

る意味機能として具現する（HALLIDAY 1994）．参加者

は，自分たちが経験した「サッカーのトレーニング中

の特定の動作や様態」に対する語彙・文法の認識を徐々

に高め，実際のタスクパフォーマンス・テストにおい

て，それらを然るべき場面で適切に使えるようになっ

ていった．ここでは，タスクパフォーマンス中に英語

がどうしても出てこず，何回か日本語で発話をしてし

まったほど，参加者の中でも特に英語力に制限がある

Daisuke が，サッカーのトレーニング中の特定の動作

や様態を表す表現を学習し，タスクパフォーマンスで

使用できるようになるまでの経緯を紹介する． 

Daisuke が講座の授業内で明示指導した語（句）の

うち，自身の２回目のタスクパフォーマンスで実際に

使用したものは５種類であった（“switch”，“unlimited”，

“unlucky”，“fantastic”，“bring it in”）．“switch”（交代

して）を初めて Daisuke が使用したのは，第１回のタ

スクパフォーマンス時での教員とのやり取りの中であ

る． 

 

Daisuke による第１回タスクパフォーマンス・テスト 

（鬼（一人）にボールをとられないようにするパス

ゲーム） 

Good. Good. Good. Ohhh, change oni. Change oni. 

Change defender. [I: Defender, switch.] Defender, 

switch. Okay, uh, no, no, no.（I：教員） 

 

Daisuke が，“Change defender ”と発した後に，教員

がすぐに“Defender, switch”と修正をしている．この後，

Daisuke は教員に修正された語句を使い，実演を続け

た．また，Daisuke は第２回のタスクパフォーマンス

時にも，同じ switch という語句を以下の場面で使用し

ている． 

 

Daisuke による第２回タスクパフォーマンス・テスト 

（オフェンス４人対ディフェンス２人のパスゲー

ム） 

Good. Nice defense. Ah, good ball. Go, Oliver. Good. 

Change. Change... Switch Switch. Good. Good. Yeah, 

good, Masaki, go. Okay. 

 

ここでは，まず第１回目と同じように，“change”と

いう語句を使っていたが，自分で“switch”という語句

に修正をしている．第１回と違うのは，教員が介入し

ていないという点である．２回目ということもあり，

前回教員に指摘されたことを思い出して，自分で修正

を加えている． 

また，fantastic という語彙は以下のような状況の中

で使用していた． 

 

Daisuke による第２回タスクパフォーマンス・テスト 

Yeah, good transition. Good. Good. Yeah. (Subarashi) 

(subarashi tte nandesuka?) [MC: Fantastic.] Fantastic!  

 

ここでは，Daisuke は「すばらしい」という言い方

がわからず，タスクパフォーマンス中に直接モデルコ

ーチに「すばらしいは英語で何ですか」と質問をし，

その場でモデルコーチが“Fantastic”と答えている場面

である． 

また，Daisuke は講座内で特に取り上げなかった語

句も使用できるようになっていた．Daisuke は第２回

のタスクパフォーマンスの実演中に，守備から攻撃へ

の切り替えを指示する場面で，“transition”という単語

を使って指示を出していた．この単語は，講義では学

習してない単語であり，インタビューで「“transition”

という単語はどこで覚えたのですか？」と尋ねてみた

ところ，次のような回答を得た． 
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以前，外国人も交えたインターナショナルサッカ

ーを下鳥羽でやってたじゃないですか，去年の５月

か６月ぐらいのときに外国人の方がどうしても切り

替えてくれへん（「くれない」の意）から，それで O

さん（モデルコーチ）に聞いたら，「切り替えと言う

意味では“transition”とか使うよ」って．それを覚え

ていて同じ場面だったので使ってみました． 

（Daisuke へのインタビュー調査より） 

 

Daisuke は，本講座外で実際に開催されていたサッ

カーの試合参加中に，外国人のチームメイトに指示を

伝える必要性に迫られ，その表現をその場で本講座の

モデルコーチも務めていた人物から教えてもらってい

た．彼がその時に学んだ表現を本講座のタスクパフォ

ーマンスでも使用していたことがわかった． 

このように Daisuke は，ここに挙げた語句について

は，一度教員やモデルコーチに指摘を受けた後は，特

に復習などをしなくても，同じシーンに遭遇した際に

は自然と使えるようになっている．事実，本人も最後

のインタビュー時には，「２回目のタスクパフォーマン

スでは，今までよりも少しだけ使える英単語が増えた」

と回答している． 

ここで，Daisuke がこれらの“field”が関与する意味機

能を認識してから，自分のタスクパフォーマンスで使

用するようになるまでの過程に注目すると，いずれも

「意思疎通上の問題が起きる」→「問題を解消したい

と思うが伝え方がわからない」→「近くの教員に質問

する/指摘される」→「意味交渉を行う」というプロセ

スを踏んでいる．これは，多くの正規教育で行われて

きた「文法や語法の提示（Presentation）」→「練習す

る（Practice）」→「学習項目を使った表出活動をする

（Produce）」というプロセスを踏む PPP 型教育（松村 

2017）とは異なっている．Daisuke は，まず「サッカ

ーのトレーニング指導をする」という「意味のあるや

り取り」の中で，注意を言語形式に向け，その結果，

語彙表現を使用したということがいえる．さらに，こ

の学習プロセスにおいて，Daisuke に気づきのきっか

けを与えたのは，その場にいたモデルコーチである．

これはまさに，「学習者の言語形式の指導が最も効果を

持つのはそれが学習者の発話に呼応し，教員が訂正的

フィードバック（corrective feedback）を提供したとき

である」という TBLT の「フォーカス・オン・フォー

ム」（Focus on Form）の手法が活かされた場面である

（LONG 2015）．Daisuke は，教室などのコンテクスト

から切り離された場所ではなく，実際の場面において，

意味のあるタスクをこなす中で，意味交渉の一環とし

て自身が必要とする表現を学習していたことがわかる． 

 

語彙・文法における変化（field の観点から②） 

話し手の「経験」は，節を結合して伝えられること

で，意味が拡張される（HALLIDAY 1994）．スポーツシ

ーンにおけるインタラクションを含めた話し言葉では，

刻々と変わる状況を言語化しなくてはならず，なおか

つ聞き手とのインタラクションも発生することから，

節同士が並列結合関係節となることが多い．一方，書

き言葉が使われる場面では，状況のコンテクストがな

く，節同士の論理関係を明示する必要性から，従位結

合関係節が使用される傾向がある（EGGINGS 2004）． 

Yohei の第９週の Target Task 1（サッカーのトレー

ニング指導をクラスメイトを対象に15分間行う）にお

ける従位結合関係節の使用頻度は，オープニングステ

ージだけでも大幅に減った．第１回では節が全部で62

回使用され，うち12回（19％）が従位結合関係節であ

った．ところが，４週間後の第２回では全部で節が51

回使用され，そのうち従位結合関係節の使用回数はわ

ずか１回（0.02％）に減っている．また，並列関係節

の使用回数は第１回では７回（0.1％）で，第２回でも

同回の７回である．以下に，それらの一場面を例とし

て掲載する． 

 

Yohei による第１回タスクパフォーマンス・テスト 

（チーム対抗戦によるリフティングリレー・ゲーム） 

After… after you get to the goal area, you can 

bound ah you can fall the ball anytime to shot. Okay. So, 

while carrying… while carrying the ball, you you don't 

have to fall the ball. But you if, after the arriving at the 

goal area, you can fall the ball any time to shoot… to 

shoot the ball. 

 

Yohei による第２回タスクパフォーマンス・テスト 

（オフェンス３人対ディフェンス１人のミニゲーム） 

And you have to go, doing anything okay. {You can 

do} Dribbling, passing, shooting, anything okay. {You can} 

Change the position. {You can do} movement, free 

movement. {It’s} Unlimited {movement}. So, {You do} just 

anyway, {You} just get the goal. So, for example, please 

start. And guard and shoot… shoot this. If go through, 

ball go through this line, it's finished. Okay?  
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{   }は省略された箇所を筆者補充 

 

第１回では，“after” “while” “if”などの従位接続詞

を多用している．それに対して，第２回目ではこれら

の語句はほとんど使わず（１回のみ），“so”や“and”

を用いたり，単純に単独節をつなげるなどして，トレ

ーニングの説明を行なっている．この変化に関して，

Yoheiはインタビュー調査で以下のように回答してい

る． 

 

英語的には，なんか多分１回目のときって，めっ

ちゃ英文をしっかり考えて，接続副詞とか，“where”

と“which”とか，そういう系を使おうっていうイメー

ジがあったんですけど，そういうのを全部取っ払う

まではいかないですけど，そういうのうは使わずに，

もっと簡単に，他の受講生も分かるような，イージ

ーな英語で簡単に，簡単に使おうかなって，そんな

イメージで臨みました． 

（Yohei へのインタビュー調査より） 

 

Yohei は，自分が学んでいる言語に対し，「話し言葉」

としての認識を深め，それを自身のタスクパフォーマ

ンスにも生かしていたことがわかる． 

 

語彙・文法における変化（tenor の観点から） 

話し手の伝達内容に対する判断や感じ方は，言語使

用域の“tenor”が関与する意味機能として具現する

（HALLIDAY 1994）．サッカーのトレーニング指導にお

いても，指導者がプレーの選択肢を選手自身に委ねる

のか，あるいは，指導者が強制をするのかは，助動詞

や副詞の形式でモダリティ表現として表出する

（NISHIJO 2018）．Issei は，第９週のタスクパフォーマ

ンスで選手に指示を出す時には，モダリティ表現を使

った回数が０回であったが，第２回の実践時には，

“Next you must use your outside only. ”のように，使用

している場面が観察された．これに関し，Issei はイン

タビューの中で以下のように説明した． 

 

助動詞を用いて，選手に選択の余地を与える際の

表現方法を取り入れた．これは，第１回目のコーチ

ングの後に，フィードバックのところで，トラップ

の場所を指定する場合には，must のような助動詞を

使うことによって，強制の意味合いが出る，という

ことが出ていたので，自分でも使ってみようと思っ

た． 

（Issei へのインタビュー調査より） 

 

このコメントから，Issei は選手に判断を求めるので

はなく，「アウトサイドのみ」という強制の意味を加え

る意図があったことから，“must”という義務性を持っ

た助動詞を使用していたことがわかる．参加者が，コ

ンテクスト上のニーズから，言語使用域の“tenor”に関

わる語彙・文法を選択するようになった一例である． 

 

語彙・文法における変化（mode の観点から） 

話し言葉か書き言葉かなどの言葉の様式の違いは，

言語使用域の“mode”が関与する意味機能として具現

する（HALLIDAY 1994）．特にスポーツというジャンル

においては，話者の発話のタイミングが，場面に関与

する人物の動きと連動することが多いため，直接的に

コンテクストの事象が言語化されなくても，発話の意

味はコンテクストから推測されやすい（GOH and 

BURNS 2012）．そして，話者の発話にエリプシスが多用

されることでテンポがよくなり，それがトレーニング

をリズム良く進行する一要素となっている（NISHIJO 

2018）．Yohei は，“{You can do} Dribbling, passing, 

shooting, anything okay.” “{You can} Change the 

position.” “{You can do} movement, free movement.” 

“{It’s} Unlimited {movement}. ”のようにエリプシスを多

用している．この点に関しては，本人はインタビュー

で以下のように答えている． 

 

要点を簡潔に伝えるとか，自分で準備してて，な

が（長）っとか思ったので，そういうのをうまく省

略しているモデルコーチの文を見ながら，この単語

はいらんな（「いらないな」の意），とかやってた． 

（Yohei へのインタビュー調査より） 

 

このコメントから Yohei はモデルコーチの実演

（Task Input）や，その後のモデルコーチの指導言語の

分析（pedagogic tasks）を通して，「サッカーのトレー

ニング指導」というジャンルにふさわしい言語使用に

対する認識を，言語使用域の“mode”の観点から高め，

自身のタスクパフォーマンスを改善した． 

 

「ジャンル構造」の構築における変化 

Yoheiは，第１回のタスクパフォーマンス時には，「オ

ープニングステージ→アクションステージ」というジ
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ャンル構造を構築したが，第２回のタスクパフォーマ

ンス時では，「オープニングステージ→アクションステ

ージ①→フリージング→アクションステージ②→クロ

ージングステージ」と，フリージングステージを入れ，

トレーニングの途中で選手たちにトレーニングのコツ

やポイントを伝える場面を取り入れていた．これに対

して，インタビューで「２回目の実践（タスクパフォ

ーマンス）に向けて，心がけようと思ったことは何で

すか」と聞いたところ，次のような回答を得た． 

 

２回目には，練習中にフリーズさせて意図を説明

する時間を作った．モデルコーチの指導実演を見て

いて，選手が理解していない時には止めていたのを

見て，自分でもやろうと思った． 

（Yohei へのインタビュー調査より） 

 

また，１回目のタスクパフォーマンス後のフィード

バックを受けて，学習ログでは次のようなコメントも

残している． 

 

もっと準備をしっかりとして次回の実践につなげ

たい．次はクロージングもしっかり作って臨みたい． 

（Yohei へのインタビュー調査より） 

 

Yohei はモデルコーチのデモンストレーションと，

第１回のタスクパフォーマンス後のフィードバックに

より，ジャンル構造の構築方法への認識を高め，２回

目のタスクパフォーマンス・テストを改善した． 

5. 考 察 

以上，人間の言語を３つの意味層に分割するSFLを，

４タイプの学習過程（Task Input，Pedagogic Tasks，Task 

Target，Follow Up）を用いる TBLT に取り入れること

で，各々の意味機能が複数のプロセスを経て学習され

ることになり，意味機能毎に応じて学習プロセスが異

なってくることが示された．たとえば，Daisuke は

“switch”，“transition”，“fantastic”（いずれも field が関

与する意味機能を有する語彙・文法）などの新出語句

を使用できるようになっていったが，彼はタスクパフ

ォーマンス・テスト（Target Task）をする中で言語形

式に注意を向け，なおかつ教員や他の参加者から言語

形式に関してフィードバックや修正を受けることで，

適切な場面で適切な形式で使えるようになっていった

といえる．このことより，“field”が関与する意味機能

の学習に関しては，Task Input または Target Task のよ

うに「実際の場面設定」の中で学習をしていくことが

効果的であることが示唆された．換言すれば，実際の

コンテクストから切り離した状況で，単にそれらの意

味を個別に明示指導するような指導法では，“field”が

関与する意味機能の学習効果に対して十分な効果が得

られないということである． 

これに対して，“tenor”が関与する意味機能（e.g. 助

動詞，エンカレッジメント），および“mode”が関与す

る意味機能（e.g. エリプシス）は，いずれも教室内で

の１回の Pedagogic Task によりタスクパフォーマンス

で使用できるまでになっている参加者もいた．これら

は学習項目ごとに効率的な学習方法を検討する際のヒ

ントになる． 

今回の参加者たちにとって，この“field”が関与する

意味機能への関心が高かったことが学習ログの結果

（表４）からも窺える．全般的に，参加者は，ジャン

ル構造への認識を高めていたにも関わらず（表４「ジ

ャンル構造」），Yohei 以外の参加者は，２回目のタス

クパフォーマンス時に「ジャンル構造」の観点から修

正できなかった．これは，自分が意図する「動作や様

態」を即座に言語化することができなかったことに起

因すると考えられる．アクションステージは，選手た

ちが実際に身体を動かしながらトレーニングを行う場

面なので，コンテクストの事象が言語化されずとも，

指導者の意図はコンテクストから推測されやすい．し

たがって，指導者は自分が知っている平易な表現で指

示を出したり，ジェスチャーを使うことで乗り切れて

いた．しかし，クロージングステージでは，トレーニ

ングのコツを教えたり，選手たちのパフォーマンスに

対してフィードバックしたりしなければならないので，

大きく難易度が増す．すなわち，このクロージングス

テージのタスク内容は，現実の出来事（選手たちが動

いている）から時間と距離を置いた状態で場面を言語

化することが求められ，コンテクストの助けを借りら

れないことから難易度が大きく上がり（LONG 2015），

ほとんどの参加者がクロージングステージを構築でき

なかったと考えられる．その点，英語教員である Yohei

は，もともとある程度の英語力があったことから，ク

ロージングステージを構築できる余裕があった．つま

り，参加者たちはみな「ジャンル構造」への認識を高

めていたにもかかわらず，実際に２回目のタスクパフ

ォーマンスで，Yohei 以外の者が「ジャンル構造」の

観点から修正を加えられなかったのは，目の前の動作
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や様態を即座に言語化するための語彙・文法力が不十

分だったことが一因であったこと考えられ，やはりこ

こでも，“field”が関与する語彙・文法の学習が課題で

あったことが示唆される． 

6. 結 論 

本研究では，将来海外で英語を使ってサッカー選手

または指導者として活動することを希望している日本

人の学生と社会人を対象に，TBLT と SFL の理論を取

り入れたジャンル準拠タスクによる英語指導を行い，

参加者がサッカーのトレーニング指導に特化した言語

使用の特徴をどのように理解し，それを自分たちのタ

スクパフォーマンスに応用しているかを検証すること

であった．本研究結果から，主に２つの教育的示唆を

得ることができた． 

第一に，言語理論である SFL を通して，実際の発話

データを分析することで言語的特徴を抽出することが

でき，なおかつ，それらを学習者に提示することで，

当該分野に必要な語彙・文法およびジャンル構造への

認識を徐々に高めることができるということである． 

第二に，SFL を通して抽出した言語的特徴を，外国

語教授法である TBLT の指導過程の中に学習項目とし

て組み入れることで，複数の学習過程（Task Input，

Pedagogic Tasks，Task Target，Follow Up）の中で学習

されることとなり，学習項目毎に応じて，効果的な指

導法が特定しやすくなるということである． 

本研究結果を解釈する上で注意すべきことがある．

本研究はサンプル数が６と非常に小さいことである．

このことから，本研究の見解を，これから海外を目指

すサッカー選手および指導全体に当てはめることはで

きないという点に注意すべきであり，これは今後の課

題でもある．今後は，質的データに加え，量的手法も

用いながら，より多角的な観点から参加者たちの言語

使用の変化を調査していく必要がある． 

本講座終了後，受講者たちはアメリカ，ドイツ，オ

ーストラリア，キプロス，カンボジアへとそれぞれ旅

立って行った．今後は，この講座を受講した参加者が

実際に赴いた先の海外で今回の学習事項をどのように

活動に生かしているか追跡調査をし，その結果を踏ま

えての教授内容の定期的な改善が必要となる． 
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註 

1） TBLT では，言語活動のみならず，学習者の目指

す環境に対する理解もその学習対象となっている

ため（松村，2017），この週の「元海外プロ選手に

よる講演会」も TBLT 学習の一環と位置付けてい

る． 

2） 本研究では，タスクを達成するための道具として

目標言語を実際に使わせるという TBLT の手法

（Focus on Form）に，SFL を用いて，サッカーの

トレーニング中の指導者の発話に特有の言語使用

パターンを抽出し学習者に提示しているため，

Focus on Forms（NORRIS 2004，LONG 2015）の要

素も取り入れられている． 
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Summary 

  This study shows how a 15-week genre-based task 

helped six Japanese learners of English who were aiming 

to become soccer players or coaches overseas to improve 

their task performance in English. The purposes are to 

describe how the systematically designed genre-based 

tasks were experienced by the learners, how their genre 

awareness changed as they experienced these tasks, and 

how their meaning-making choices for conducting soccer 

training changed over time.  
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